
   

戦略１ 子どもを産み育てやすい環境をつくる 

【基本的方向】 

安心して子どもを産み、育てたいという希望をかなえるための切れ目のない支援を行うととも

に、変化の著しい社会の中で自らの力で生き抜く力を付けるために、学校や地域と連携した教育

環境の充実を進めます。 

子育てが様々な形で支えあいながら行われることで、親の負担が軽減されるだけでなく、子育てを

通じて、人や地域とつながりが生まれ、地域で子育てできる環境づくりを進めます。 

【施策】 

① 切れ目のない妊娠・出産・子育ての支援 

子育てサービスや情報の提供、子育てに係る負担の軽減といった個々の支援のほか、子育て

世代包括支援センター事業において、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を総合的

に行い、安心して子どもを産み育てることができる環境を形成します。 

② 子どもの「生きる力」を育む教育の充実 

学校の教育環境を充実するとともに、家庭・地域が連携して子どもの豊かな体験・学びを支

えることによって、多世代が協力して地域ぐるみで子どもの「生きる力」を育みます。 

③ 地域で子どもを見守り育てる環境の充実 

家庭・地域・学校との連携を通して、親が子ども・子育てについて学び、子どもとともに成

長する家庭教育を充実することによって、子どもを通じてできる親同士のつながりや子育てを

お互いに助けあう関係づくりを進め、地域で子どもを見守り育てる環境を形成します。 

④ 子育てと両立できる生活の支援 

企業等における女性の活躍やワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組を推進する等に

よって、子育てと仕事等を両立しやすい環境をつくり、子育ての経済的負担の解消や多様な暮

らし方を支えます。 

【目標指標】 

指標 
現状値

（2019） 

目標値 

2025年 2030年 

将来の夢や目標を持っている 

子どもの割合（％） 

小学生 83.2 85.0 90.0 

中学生 68.7 71.0 74.0 

より良い地域づくりを考える講座や交流会の 

開催数（回） 
10 15 20 
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【主な事業】 

NO. 事業名 別添 

1 妊娠出産子育て支援事業（つしま出産応援金・つしま出産お祝い金支給事業） 1 

2 子育て世代包括支援センター事業（母子保健型）及び関連事業 2 

3 子ども医療費支給事業 3 

4 子育て世代包括支援センター事業（基本型）  

5 地域子育て支援拠点事業  

6 ファミリー・サポート・センター事業  

7 第 2子以降保育料無料化事業 4 

8 3 歳から 5歳児の保育所等副食費半額補助事業 5 

9 0 歳児選べる定期便事業 6 

10 保育所等での使用済み紙おむつの保護者持ち帰り廃止事業 7 

11 放課後児童健全育成事業  

12 子どもの居場所づくり事業  

13 小中学校給食費の半額補助事業 5 

14 子どもの体力向上事業(総合的な子どもの体力強化)  

15 ロボット・ブロックプログラミング教育事業  

16 地域学校協働本部及びコミュニティ・スクールの推進  

17 領事館交流プロジェクト・国際理解教育事業  

18 GIGAスクール構想推進事業（ICT 活用事業）  

19 生涯学習事業  

20 子どもの読解力向上事業  

21 放課後子ども教室推進事業  

22 男女共同参画推進事業（審議会等における女性委員の登用推進）  

23 移住支援事業  

24 地域の居場所づくり事業 8 

25 地域コミュニティ団体支援事業  

26 町内会支援事業  
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【ＫＰＩ（重要業績評価指標）】 

指標 
実績値

（2022年） 

目標値 

2023年 2024年 2025年 

子育て世代包括支援センター事業（基本型）利用者支援相談件数（件） 461 400 400 400 

放課後児童クラブ登録児童数（人） 433 430 430 430 

コミュニティ・スクール設置校数（校） 12 12 12 12 

放課後子ども教室利用者参加満足度（％） 66.0 85.0 85.0 85.0 

地域の居場所づくり事業モデル施設の利用者数（人） 302 1,000 1,000 1,000 

 

 

 

【ＫＰＩ事業】 

事業名 子育て世代包括支援センター事業（基本型） 
担当部 健康福祉部 

担当課 子育て支援課 

事業概要 
妊産婦からの切れ目のない包括的な支援をするため、利用者支援事業において子育

て世帯の相談等、継続的・包括的な支援を提供する。 

R4 
実績 

10 カ月訪問を行い、利用者支援事業及び地域子育て支援センターに来所してもらう

ことで、子育て世帯の支援に繋げた。 

10 カ月訪問件数 159 人/319 人 

成果 10 カ月訪問後の地域子育て支援センターの来所件数 39 人 

今後の取組 
利用者支援事業及び地域子育て支援センターの周知を行い、来所してもらうこと

で、子育て世帯の支援に繋げる。 

 

 

 

事業名 放課後児童健全育成事業 
担当部 健康福祉部 

担当課 子育て支援課 

事業概要 
昼間に保護者が仕事等で家にいない小学生の放課後等の居場所づくりとして、放課

後児童クラブの運営を行う。 

R4 

実績 
・指定管理者による放課後児童クラブ（9クラブ）の運営 

・神守こどもの家建設の検討 

成果 
児童の安心・安全な居場所を提供したほか、神守小学校敷地内に新「神守こどもの

家」を建設して児童の敷地外への移動を省くことで、一層の安全の向上を図った。 

今後の取組 

令和 6年度からの指定管理者選定に向け、他自治体への視察や情報収集、事務手続

きを進める。 

また 9クラブから 12クラブで募集する見込み。 

７年度南こどもの家の支援分けに向けて検討を進める。 

 

 

 

 

 

 



   

事業名 
地域学校協働本部及びコミュニティ・スクール

の推進 

担当部 教育委員会事務局 

担当課 学校教育課 

事業概要 
地域ボランティアが学校を支援する、生徒児童が地域の活動に参加する等、学校・

家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子どもの成長を見守る体制を推進する。 

R4 

実績 

地域学校協働本部による学校支援を実施。 

神守中・天王中・藤浪中外で学習支援を実施。 

各小中学校においてコミュニティ・スクール実施。 

成果 
12 小中学校全てにおいて地域学校協働本部を立ち上げた。また、12 小中学校にお

いてコミュニティ・スクールを導入した。 

今後の取組 全中学校外において学習支援を実施していく。 

 

 

 

事業名 放課後子ども教室推進事業 
担当部 教育委員会事務局 

担当課 社会教育課 

事業概要 

共働き世帯の増加や地域住民の絆の希薄化による家庭や地域の子育て機能・教育力

の低下、子どもたちを取り巻く環境の変化が指摘される中、放課後等の子どもたち

の安全・安心な居場所づくりとして、健やかな学びと活動場所の確保を図る。 

R4 

実績 

放課後子ども教室を全８小学校区で実施。 

参加費徴収を実施する。 

活動支援委託 

成果 

新型コロナウイルス感染症対策を行い参加児童やスタッフの安全を確保すると同

時に、オンライン環境を整えることで子どもたちの学びの場の確保や質の向上に努

めた。 

今後の取組 参加費を徴収して内容の充実を図る。 

 

 

 

事業名 地域の居場所づくり事業 
担当部 市民生活部 

担当課 市民協働課 

事業概要 
地域の多様な世代が集まる交流の場を生み出し、全ての世代が相互に助けあいなが

ら活躍できるまちをめざし、地域の居場所を創出する。 

R4 
実績 縁側カフェ等、市内における交流の場を創出した。 

成果 地域の居場所づくりワークショップなどを開催した。 

今後の取組 縁側カフェ等、市内における交流の場を創出する。 
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戦略２ まちの活力を高め、人の流れをつくる 

【基本的方向】 

若者や女性がやりがいを持ち、安定した生活を送ることができる雇用の場の創出や起業しやすい

環境を整備するとともに、快適で利便性の高い居住環境を整備し、働きながら住み続けられる環境

づくりを進めます。 

また、歴史・文化資源だけでなく、地域の農産品や工業製品、景観、ひと、まちでの暮らし方・

働き方などの多様な地域資源を活用してまちの魅力を発信するとともに、交流人口や継続的に地域

に関わる関係人口の創出・拡大などに取り組むことでまちの活力を高め、人の流れをつくります。 

【施策】 

① 地域産業の活性化 

事業承継など地域企業の支援や企業誘致を通じて、地域経済の安定と成長を実現することに

より、生活者の暮らしの安定を支える雇用の創出や若者にとって魅力のある雇用の場を確保し、

地域の稼ぐ力を高めます。 

② 多様な働き方の実現 

市内の事業者の情報を広く発信し、市内事業者への就業を支援するとともに、起業・創業や

空き家・空き店舗を活用した起業支援等により、多様な働き方が実現できるように支援します。

その中で、高齢者や女性、障がいのある人などの働く場の選択肢が広がるような取組を進めま

す。 

③ 駅周辺の活性化 

津島の顔・まちの玄関にふさわしいものとなるよう、津島駅や天王通りをはじめとする駅周

辺の活性化に向けた取組を進めるとともに、空き家・空き店舗活用、特色を生かした景観形成、

都市機能や生活サービス機能の集約化を進め、快適で利便性の高いまちなかの整備を推進しま

す。 

④ 交通ネットワークの充実 

都市機能や生活サービス機能を集約する拠点を中心に、公共交通や道路などで結ぶ総合的な

交通ネットワークの充実を図るとともに、まちなかの移動を快適にする歩行環境の整備などを

進めます。 

⑤ 魅力の発信と関係・交流人口の拡大 

地域資源の掘り起こしとそのプロモーションにより、まちのブランド力を高め、市内外から

人を引き付けることができる地域の魅力を高めます。歴史・文化資源を始めとする地域資源を

活用した交流人口の増加や地域資源を契機として地域と関わる関係人口の創出を図り、移住・

定住の促進につなげます。 

 

 

 



   

【目標指標】 

指標 
現状値 

（2019） 

目標値 

2025年 2030年 

製造品出荷額等（万円） 11,508,849 12,108,849 12,608,849 

ふれあいバスを利用している市民の割合（％） 21.5 25.0 30.0 

【主な事業】 

NO. 事業名 別添 

1 歴史・文化のまちづくり推進事業  

2 男女共同参画推進事業（審議会等における女性委員の登用推進）（再掲）  

3 地方創生津島天王通りウォーカブルストリート事業 9 

4 起業環境整備事業  

5 企業立地推進事業  

6 移住支援事業（再掲）  

7 つしまちあるきキャンペーン事業  

8 写真で魅せる津島の伝統 PR 事業  

9 交通安全対策事業  

10 都市 NEWS事業（都市計画マスタープラン等施策推進事業） 10 

11 津島 Next Move!事業（津島駅周辺まちづくり事業) 11 

12 巡回バス運行事業  

13 幹線道路整備事業（橋詰見越線改良事業） 12 

14 広報紙・ホームページ等充実事業 13 

15 広報大使を活用した PR事業 14 
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【ＫＰＩ（重要業績評価指標）】 

指標 
実績値

（2022） 

目標値 

2023年 2024年 2025年 

創業セミナー等参加者数（人） 211 250 250 250 

新規企業進出率（％） 73.2 75.0 81.0 87.0 

県地価調査価格の前年度比較率（商業地（％）） -0.9 0.2 0.2 0.2 

巡回バス 1日あたりの乗車人数（人） 168 170 170 170 

ホームページアクセス数（件） 798,445 987,000 1,071,000 1,159,000 

 

 

【ＫＰＩ事業】 

事業名 起業環境整備事業 
担当部 建設産業部 

担当課 産業振興課 

事業概要 
創業希望者や事業者に対し、創業に必要な知識を学ぶセミナー等の開催を支援す

る。 

R4 
実績 商工会議所が行う創業セミナー等を支援した。 

成果 商工会議所が行う創業セミナー等を支援し、市内で３名の創業者を輩出した。 

今後の取組 
引き続き商工会議所と協力し、創業希望者や事業者などを支援するとともに、出店

地候補となる市内の空き店舗情報等を共有する等、市内での開業率増を目指す。 

 

 

 

事業名 企業立地推進事業 
担当部 建設産業部 

担当課 産業振興課 

事業概要 
都市計画法第 34条第 12号指定区域等への進出企業への優遇制度や中小企業等経営

強化法による固定資産税の軽減措置等により、市内外企業の誘致を図る。 

R4 

実績 企業進出を支援し、立地に結びつけた。 

成果 
19 社/年の相談に対応した（累計 237 社）。これまで支援してきた 4 社（累計 13

社）が工事完了し操業する等、成果が出ている。 

今後の取組 
企業進出による雇用、税収効果が高いため継続実施する。誘致企業が優遇制度を活

用するため、予算が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

事業名 
津島駅周辺まちづくり事業（津島 Next Move!事

業） 

担当部 建設産業部 

担当課 都市計画課 

事業概要 
都市環境の充実に向け、UR、名鉄、愛知県、地域と連携し、津島駅周辺のまちづく

り構想及び天王通りの無電柱化や景観等を検討する。 

R4 

実績 

神社：事業スキーム等の検討、市場調査 

駅西：基本構想、社会実験、駅東の用地測量調査 

いちい：市場調査、WS 等 

成果 

・名鉄及び URとまちづくりの課題解決に取り組むため、包括協定を締結した。 

・新たな拠点をつくり、マチナカの回遊性を図るための社会実験を開催し、２日間

で約 13,000 人が来場した。 

今後の取組 

神社といちいに関しては整備事業者の募集に向けて具体的に着手するとともに、駅

は整備に向けての導入機能の検討や実情に即した用途地域の見直し、低未利用地は

事業化に向けた検討を行う。 

 

 

 

事業名 巡回バス運行事業 
担当部 市長公室 

担当課 企画政策課 

事業概要 

公共施設等を巡回するふれあいバスの運行を維持しつつ、より多くの市民に利用し

てもらうため、利用促進を図るとともに、効率的な運行・利便の向上等についての

検討を進める。 

R3 

実績 
・４ルート 1日当たり 17便のふれあいバスの運行 

・地域公共交通会議の開催 

成果 

・バスロケーションシステムの活用により、利便性の向上を図ることができた。 

・こどものお祭りギャラリーバスの期間限定運行（尾張津島天王祭絵画コンクール）

等により、利用促進を図ることができた。 

今後の取組 

運行を継続しつつ、利用者への周知啓発や利用促進に取り組み、利用者数の維持・

増加を図る。また、令和５年度に利用実態調査を実施し、現在の運行に関する課題

や解決策を検討することで、令和６年度以降の運行計画の変更検討につなげる。 

 

 

 

事業名 広報紙・ホームページ等充実事業 
担当部 市長公室 

担当課 シティプロモーション課 

事業概要 
市の広報紙やホームページによる、よりわかりやすく、情報鮮度が高い、閲覧者が

知りたい内容を的確に発信する。 

R4 

実績 

・広報紙発行 

・音声版広報紙の発行 

・ＨＰの管理・運営 

・アクセシビリティ職員研修 

・ホームページデザインリニューアル 

・各種 SNSの運用 

成果 
前年度よりホームページ訪問者数が増加しており、市の魅力を効果的に PR できた

と考える。 

今後の取組 地域資源の磨き上げなどにより高められた市の魅力をＰＲしていく。 
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戦略３ 支えあい、安心して暮らせる地域をつくる 

【基本的方向】 

生活の安全や安心を維持することができるように、地域における支えあいや健康づくりの取組を

促進するとともに、災害に対する安全性を高めるための防災・減災対策を進めます。さらに、市民

活動が活発で地域自治力が高い地域づくりを進めます。 

【施策】 

① 医療・福祉サービス等の機能の確保 

健康づくりの支援やスポーツを通じた健康増進、地域医療の確保といった健康に関わる取組

を進めるとともに、地域の関係者間の連携により「医療」、「介護」、「予防」、「生活支援」、

「住まい」について、幅広い支援を一体的に提供する地域包括ケアシステムの取組を推進しま

す。 

② 防災・減災対策の推進 

災害が発生しても被害を最小限にとどめ、市民の生命が守られるまちをめざします。特に災

害時においては「公助」だけではなく、「自助」・「共助」が重要となるため、地域防災の担

い手の育成と取組を促進します。 

③ 地域活動の活性化 

価値観やライフスタイルの多様性を踏まえて市民の誰もが認めあい、共生することができる

地域をめざし、コミュニティ推進協議会や市民活動団体などによる地域活動を促進します。ま

た、若者など多世代の地域活動への参加を促進し、地域の担い手を育成します。 

④ 環境保全と持続可能な社会の形成 

省エネルギー行動や再生可能エネルギーの利用を促進し、地域全体としてエネルギー使用の

合理化に取り組むとともに、自然環境の保全やごみ処理に伴う環境負荷を低減する循環型社会

の実現を推進し、持続可能な社会の形成をめざします。 

【目標指標】 

指標 
現状値 

（2019） 

目標値 

2025年 2030年 

国民健康保険加入者の特定健康診査受診率（％） 42.1 49.0 54.0 

災害に対する家庭内の備えができている 

市民の割合（％） 
36.8 50.3 63.8 

 

 

 

 



   

【主な事業】 

NO. 事業名 別添 

1 地方創生健幸ウォーカブル事業 15 

2 健康教育・健康教室  

3 津島市自殺対策計画推進事業  

4 健康マイレージ推進事業 16 

5 医療機器等整備事業  

6 市民病院設備改修事業  

7 津島おでかけタクシー事業  17 

8 地域福祉推進事業  

9 特定健康診査事業  

10 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業  

11 地域包括ケアシステム推進事業  

12 地域包括支援センター運営事業  

13 在宅医療介護連携推進事業  

14 プロランナー神野大地選手ランニング教室事業 14 

15 スポーツフェスティバル事業  

16 スポーツ施設整備・利用促進事業  

17 つしまちあるきキャンペーン事業（再掲）  

18 地方創生もったいない運動事業 18 

19 ごみの減量・リサイクルの促進事業  

20 処分場及び処分場跡地の安定管理事業  

21 地球温暖化対策と公共施設のエネルギー使用の合理化 18 

22 住宅用再生可能エネルギー等利用促進事業  

23 救急救命士養成事業  

24 緊急消防援助隊資機材整備事業  

25 消防車両整備事業 19 

26 消防資機材整備事業 消防本部  

27 自主防災活動推進事業 20 

28 避難行動要支援事業  

29 定住促進事業  

30 天王川公園藤棚改修等事業 21 

31 神守地区公園整備事業 22 

32 排水路整備事業  

33 下水道普及促進事業  

34 つしま夢まちづくり提案事業  

35 市民活動団体人材育成講座事業  
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NO. 事業名 別添 

36 地域の居場所づくり事業（再掲）  

37 地域コミュニティ団体支援事業（再掲）  

38 町内会支援事業（再掲）  

【ＫＰＩ（重要業績評価指標）】 

指標 
実績値

（2022） 

目標値 

2023年 2024年 2025年 

健康マイレージの達成者数（人） 3,661 3,800 3,850 3,900 

電子@連絡帳システム登録患者数（人） 159 178 195 214 

太陽光発電設備補助件数（件） 13 12 12 12 

地区防災計画策定数（団体） 0 2 2 2 

市民活動団体人材育成講座参加者数（人） 49 30 30 30 

 

 

 

【ＫＰＩ事業】 

事業名 健康マイレージ推進事業 
担当部 健康福祉部 

担当課 健康推進課 

事業概要 

健康づくりに関する取組を継続することで、マイレージ（ポイント）を獲得するこ

とができ、一定以上のマイレージを貯めた人に、県内の協力店で特典を受けられる

優待カード「MyCa（マイカ）」を交付する。 

R4 
実績 

・健康マイレージ事業の継続 

・あいち健康マイレージアプリの導入    

成果 小中学生のマイレージ参加率が向上した。 

今後の取組 
市民団体および事業所へも対象を拡大し、マイレージの周知啓発活動を広めてい

く。 

 

 

 

事業名 地域包括ケアシステム推進事業 
担当部 健康福祉部 

担当課 高齢介護課 

事業概要 
高齢者が住み慣れた地域で、医療や介護等が必要な状態になっても、適切なサービ

スが利用できるシステムづくりを行う。 

R4 
実績 新規開業医を訪問するなど、電子@連絡帳システムの普及を図った。 

成果 登録患者数、登録事業所数共に増加した。 

今後の取組 電子＠連絡帳システムの普及を図る。 

 

 

 

 

 



   

事業名 住宅用再生可能エネルギー等利用促進事業 
担当部 市民生活部 

担当課 生活環境課 

事業概要 
温室効果ガスの排出を抑制し、再生可能エネルギーの利用促進を図るため、住宅用

地球温暖化対策設備を設置する者に対し、補助金を交付する。 

R4 
実績 

・太陽光発電設備補助金（パネル、HEMS、蓄電池一体） 13 件 

・蓄電池システム補助金 29 件 

・電気自動車等充給電設備補助金 2 件 

成果 一定数の補助金申請があり、地球温暖化対策に貢献している。 

今後の取組 
引き続き太陽光発電設備補助金を活用し、市内の再生可能エネルギー利用の増加を

目指す。 

 

 

 

事業名 地域防災力向上事業 
担当部 市長公室 

担当課 危機管理課 

事業概要 防災訓練や自主防災組織等への補助等を通じて地域の防災力向上を図る。 

R4 

実績 神守・蛭間・高台寺小学校区を対象に訓練を実施した。 

成果 
神守・蛭間・高台寺小学校区で訓練を実施したことにより、地域の防災力向上につ

ながった。 

今後の取組 訓練内容の見直し等も検討し、地域の防災力強化を図る。 

 

 

 

事業名 市民活動団体人材育成講座事業 
担当部 市民生活部 

担当課 市民協働課 

事業概要 
市民活動団体等を対象として、円滑な団体運営、問題解決や活性化のための企画立

案手法等を取得できる講座を開催する。 

R4 

実績 市民活動団体人材育成講座を開催した。 

成果 
市民活動団体や市民活動に取り組む個人のスキルアップに寄与された。市民活動団

体に、活動する場と活動をＰＲする機会を提供することができた。 

今後の取組 

団体や個人がまちづくり活動を行う上でのスキルアップや持続可能な団体運営に

寄与される講座を企画し開催するとともに、団体が活動する場と活動をＰＲする機

会を継続して提供する。 
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戦略の推進に向けて 

分野を横断して展開する総合戦略は、各分野の施策に共通する次の 5 つの観点を踏まえて推進しま

す。 

① SDGsの実現に向けた取組の推進 

SDGsは、経済・社会・環境の三側面に統合的に取り組むことで目標を達成することをめざし

ています。重点戦略では、SDGs の 17 の目標を達成するための 169 のターゲットを意識して、

施策を展開します。 

② Society5.0の推進 

ICTなどの Society5.0 の実現に向けた未来技術は、これからの社会の中で、分野横断的な地

域課題の解決や地域の魅力向上につながる重要なツールとされており、各分野での取組に当た

っては、未来技術の活用を視野に入れて検討を進めます。 

③ 多様な地域の担い手の参画促進 

本格的な人口減少により地域の担い手が不足することが予想されています。様々な地域課題

の解決に向けて、地域の住民だけでなく区域外の個人、さらに NPO・団体、企業などの多様な

主体を担い手とする取組を推進し、新たな地域の担い手の参画を促進します。 

④ 公民連携・パートナーシップの推進 

多様化・高度化する地域課題に対応し、市民や NPO・団体、企業、他自治体などと連携する

ことにより、効果的な課題解決や効率的な行政サービスの提供の実現を図ります。特に、PFI

などの民間の資金や技術を活用する手法を導入し、質の高い公共サービスの実現をめざします。

また、自治体と民間企業等が SDGsを介して同じ目標を共有することで、官民の新たな連携を促

進します。 

⑤ 安定した財政基盤の確立 

将来にわたって持続可能な財政基盤を確立するため、安定した財源の確保をめざします。ま

た、今後の行政需要の変化を見極めながら、限られた財源を真に必要な分野に重点的かつ効果

的に配分する効率的な財政運営を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

【関連事業】 

NO. 事業名 別添 

1 子育て世帯生活支援特別給付金給付事業 23 

2 物価高騰支援給付金給付事業 23 

3 学校給食費無償化事業 24 

4 保育所等副食費無償化事業 25 

5 プレミアム付商品券事業 26 

6 デジタル田園見守り事業 27 

7 beyond家康 ～舞台はあいち・つしま湊ＰＲ大作戦～事業 28 

8 屋内運動場長寿命化改修工事実施設計事業 29・30 

9 耐震性貯水槽実施設計事業 31 
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